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これまで 8回にわたって動物の認知症についてお
話ししてきました。今号では、これまでのまとめとし
て、「うちの子が認知症かも？」と思ったら飼い主さ
んは何をすれば良いか？について私見をお話しした
いと思います。
「動物の認知症」の特効薬や予防薬については、現在、
エビデンスの明確な薬はありません。では、認知症と
診断する必要性があるのでしょうか？
飼い主が認知症を疑う行動変化としては、以下があ
ります。
・排泄の失敗
・無駄吠え
・�家族とのコミュニケーションが取れなくなる�
（指示に従わない）
・睡眠リズムの変化

・夜鳴き
・徘徊�　等　
このような症状は、老化に伴い視力や聴力の低下に
より起きている場合もあるでしょう。しかしながら、
上記の症状の中には「疾患」により起こっており、治
療可能な場合も多く存在します。
まずは、動物病院で「他の疾患が原因ではないか？」

について診断してもらいましょう。治療が可能な泌尿
器疾患、甲状腺などのホルモン関連疾患、コントロー
ル可能な脳神経疾患や心疾患、関節疾患などが発見さ
れることが多く見られます。
また、診察を受ける際「認知症」の診断基準（2023
年 7月号参照）を満たすかどうかについても診ても
らうため、行動変化や生活環境についても獣医師にな
るべく詳しく伝えてください。メモだけでなく行動に

ついては「スマホで動画を記録しておく」こともお勧
めします。
さらに、現在発現している認知症類似、関連症状を
いかに治療、管理していくか？について獣医師とよ
く相談してください。その際、自分あるいは家族にとっ
て何が一番問題となっているのか、改善してほしい問
題点の優先順位も伝えると良いでしょう。
「動物の認知症」には明確な治療指針がありません。
しかしながら初期から適切に始めれば、薬やサプリメ
ントの効果も期待はできそうです。これらは老化に伴

う症状の発現を遅らせ、健康寿命を延ばす可能性もあ
ると思われます。
それでも重要なことは、薬品やサプリメントに頼り
切らず、飼い主さんとのスキンシップや生活習慣の改
善、同居動物も含めた環境についての配慮、バランス
の良い食事（栄養管理）、寝たきりにさせないリハビ
リと適度な運動がとても大切だと考えています。
次号からは「老齢動物の病気について（2）」とし
て「犬の僧帽弁閉鎖不全症（心疾患）についてお話し
したいと思います。
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